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1． まえがき 

近年，深層学習モデルによる画像や映像の認識能力が大

幅に向上し，様々なアプリケーションで活用されている．

これに伴い，人間の視覚ではなく，深層学習モデルの認識

に最適化された画像圧縮方法の需要が高まっている．本研

究では画像認識向けの深層画像圧縮モデルの学習方法に着

目し，補助損失の導入を提案する．提案手法は，推論時に

おける追加のオーバーヘッド無しで，エンコーダの識別能

力および圧縮性能の向上を達成することができる． 

 

2．提案手法 

画像認識向け深層画像圧縮においては，認識タスクに必

要な情報のみを識別および抽出して圧縮することが理想的

である．そのためいくつかの研究では前景領域を追加のモ

デルで抽出して，それを元に明示的なビット割り当てを行

う方法が提案されている[1, 2]．しかし，認識タスクにおい

てどの領域や情報が重要かどうかは自明ではなく，タスク

やモデルによって異なる．また，この方法では推論時に追

加のオーバーヘッドがエンコーダ側に生じてしまう． 

そこで本研究では，圧縮モデルのエンコーダに認識タス

クにおける必要な情報の識別能力を獲得させるために，補

助損失の導入を提案する．提案手法では，図 1 のようにエ

ンコーダの直後に補助損失計算用の軽量な認識モデル

（Auxiliary branch）を設けて最適化を行う． 

𝐿 = 𝜆(𝐿𝑡𝑎𝑠𝑘 + 𝛼𝐿𝑎𝑢𝑥) + 𝑅 (1) 

𝐿𝑡𝑎𝑠𝑘は認識モデルの損失，𝐿𝑎𝑢𝑥は Auxiliary branch の損失，

𝑅は推定ビットレートを示す．また，𝜆はラグランジュ乗数，

𝛼は重み係数である．𝐿𝑎𝑢𝑥は認識タスクと同じ，またはそ

のサブタスクの損失関数とする．𝛼を適切な値に調整する

ことで，推論時における追加のオーバーヘッド無しで，エ

ンコーダの識別能力および圧縮性能の向上を達成すること

ができる． 

図 1  補助損失を導入した学習（𝑋：入力画像，�̂�：復号画像，�̂�：

復号潜在表現，𝑌：正解ラベル，�̂�：�̂�を入力としたときの認識モ

デルの出力，𝑌𝑎𝑢𝑥̂ ：�̂�を入力としたときの Auxiliary branch の出力） 

 

図 2  (a) R-D曲線による比較，(b) 上：入力画像，中：補助損失な

しのビット割り当て，下：補助損失ありのビット割り当て 

3．実験 

物体検出のタスクで提案手法の効果を検証した．データ

セットとして COCO2017 を使用し，認識モデルに Faster-

RCNN（X101-FPN），圧縮モデルに Cheng2020Attention を

用いた．認識モデルの重みは固定した状態で Adam 

optimizer を用いて圧縮モデルを 50 エポック学習した．本

実験では蒸留ベースの学習を行い，未圧縮の画像を入力と

したときの Faster-RCNN の出力を𝐿𝑡𝑎𝑠𝑘，𝐿𝑎𝑢𝑥の正解ラベル

として用いた．また提案手法においては𝛼 = 0.1と設定した． 

実験結果を図 2 (a)に示す．図 2 (a)より，補助損失を使用

しない場合と比較して圧縮性能が向上することが確認でき，

最大で約 33％の B-D レートの改善を達成した．また図 2 

(b)にはビット割り当てを可視化した画像を示す．補助損失

の導入によりエンコーダの識別能力が向上していることが

確認できる． 

 

4．むすび 

本研究では，画像認識向けの深層画像圧縮モデルの学習

方法に着目し，補助損失の導入を提案した．提案手法は，

推論時における追加のオーバーヘッド無しで，エンコーダ

の識別能力および圧縮性能の向上を達成することができる． 
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